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第 2期子ども・若者の未来応援プラン評価について 

１ 現状（子若プランの記載） 

(１) 第７章 ２ 計画の進行管理（Ｐ２７８） 

●「川崎市こども施策庁内推進本部会議」で、関係部局間の横断的な調整と情

報の共有化を図るとともに、「川崎市子ども・子育て会議」において、計画

に位置づけた事業等の進捗状況に関する継続的な点検を行い、施策や指標の

達成状況についての評価を実施します。また、進行管理は毎年度行うものと

し、評価結果については、ホームページ等を通じて公表します。 

●第４章の進行管理にあたっては、市総合計画第３期実施計画や子どもに関連

する他の行政計画、関連する他分野の行政計画との整合性を図りながら、位

置づけた３つの施策の方向性や９つの施策などについて評価を行うととも

に、評価結果については、ホームページ等を通じて公表します。【施策評価

シート】 

●第５章については、第４章の事務事業を部局横断的に捉え、それぞれの課題の解

決に向けて取組ベースで記載していることから、位置づけた推進項目の進捗状

況の把握を行うとともに、次年度に向けた取組の方向性等を示していきます。

【子ども・若者を取り巻く個別課題への対応報告書】 

●第６章については、毎年度設定した「量の見込み」について、利用実態の把握等

を行うとともに、第４章における評価との整合性を図りながら、必要に応じた見

直しを行います。【実績点検シート】 

(２) 第７章 ３ 計画の推進体制（Ｐ２７９） 

●本計画の進行管理にあたっては、川崎市子ども・子育て会議において、継続的に

点検・評価を行うことから、各分野における専門的な知識を持つ有識者等からの

意見聴取をしながら施策への反映に努めていきます。 

 

２ 課題・今後の方向性 

課題 対応 

(１) 「社会的養育推進計画」と「新放課後子ども総合プラン」の評価について 

●第２期子若プランから新たに包含した、社会的養育推進計画と新放課後子

ども総合プランについての評価が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

⇒これまでの第 1 期の川崎市社会的養育推進計画の年度評価と第 1 期の川崎

市子ども・若者の未来応援プランの年度評価の重複している部分と統合す

るとともに、新たに策定した新・放課後総合プランについても、第 2 期川

崎市子ども・若者の未来応援プランの年度評価と一体的で効率的な進行管

理を行うため、国の要綱等を踏まえ、施策評価シートによる第 4 章の評価

に加え、実績点検シートに、代替養育・放課後子供教室の「量の見込み」・

「確保方策」を追加し、利用実態を把握する。 

 

 

 

「都道府県社会的養育推進計画」の策定について 
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新・放課後子ども総合プラン 

実績点検シート（追加） 

A　貢献し

ている

Ⅱ　改善

しながら

継続

4

目標どおり達成できました。

①乳児院、児童養護施設及び児童心理治療施設

における社会的養護の推進

里親支援やショ ートステイ 機能の充実、ひっ迫す

る児童相談所一時保護所の現状などを踏まえ、

今後の施設における機能の強化と多様性を視

野に入れながら各施設と意見交換を行うなど、検

討を行いました。

入所児童の処遇環境や社会性の向上を図りなが

ら、要保護児童の受け皿の確保を両立していくた

め、令和３年度中に地域小規模児童養護施設１

か所を開設したほか、自立援助ホームを１か所

設置しました。また、次年度以降に向けた新規開

設のため、物件や施設の人材確保等にむけた調

整を行いました。

②児童養護施設等への法定扶助費及び市単独

扶助費の支弁による運営支援

年度途中より、新型コロナウイ ルスへの対策と、

最前線で働くエッセンシャルワーカ ーに対する賃

金の引き上げを目的とした社会的養護処遇改善

事業が導入され、所管する施設職員に対して支

弁を行いました。

市独自の制度として宿舎借り上げ支援事業の創

設を行い、職員の確保と定着を支援しました。そ

の他実習を受けた学生に、より深く施設を知って

もらい、将来の養育者となってもらうためのアルバ

イ ト雇用を促進したほか、人材育成のための研

修会の開催を促し、その際の費用について支弁

を行いました。

③児童ファ ミリーグループホームにおける家庭

的養護の推進

本市社会的養育推進計画に基づき、子どもの適

性に配慮しながら、地域社会における養育を推

進するため、年度当初に地域小規模児童養護施

設及び自立援助ホームの整備を行うとともに、小

規模施設の次年度開設に向けた調整を行いまし

た。また、ファ ミリーホーム連絡会を開催し、現状

の確認等を行ない、新規児童の委託に向けた連

携を図りました。また、新しいホーム開設のため、

説明会を開催しました。

３　ほぼ

目標ど

おり

児童養護施設等

運営事業

・定員の小規模化や小規模グ

ループケアの導入等、施設等

における家庭的な環境での養

育に配慮した施設整備

・法定扶助費及び市単独扶助

費の支弁による児童の処遇の

向上

・地域における社会的養護の

意識の醸成

①乳児院、児童養護施設及び児童心理治

療施設における社会的養護の推進

②児童養護施設等への法定扶助費及び市

単独扶助費の支弁による運営支援

③児童ファミリーグループホームにおける

家庭的養護の推進

④児童養護施設退所者等に対する自立支

援の推進

④児童養護施設退所者等に対する自立支援の

推進

児童の希望や進路・目標などに応じて学習塾の

利用や参考図書の購入など家庭学習の強化、

地域人材の活用による学習時間の確保などを

実施し、２８人の児童の支援につながりました。

施設退所を控えた児童に対しては、本市の奨学

金制度について会議や案内の郵送等による周

知を図り、積極的な活用につなげ、結果として２８

名から申請を受けました。

委託事業者により主に高校生以上の児童を対

象にし、自活に必要な知識習得や金銭教育等を

行うことにより、一人暮らし等将来の社会生活の

イ メージを持ってもらうこと合わせ、進学又は就

労に向けた支援を実施しました。また、施設退所

後も最長５年間のアフターフォ ローを行い、１７名

の方を就労につなげるなど、６７人の方を支援し

ました。

施設や里親家庭で育ち、その後進学や就労につ

ながった児童等のうち、１０人が施設や里親宅に

継続して居住しながら自立することを希望された

ため、退所者居住支援制度の活用によるサ

ポートを行いました。

施策評価シート（新） 社会的養育推進計画評価シート（Ｒ３） 

実績点検シート 
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(２) 子ども・子育て支援法に基づく基本指針への対応 

●子ども・子育て支援法に基づく基本指針で定められている費用の使途実

績を記載する必要がある。また、国通知（子ども・子育て支援事業計画の

達成状況の点検及び評価について）の点検及び評価の内容（例）で示され

ている、「計画を実施するために必要な財源の確保状況等」を記載する必

要がある。 

 

              略 

 

 

 

⇒総合計画の事務事業評価シートには、予算額と決算額が記載されており、子

若プランの施策評価シートにも各事業の予算額と決算額の記載を追加す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども・子育て支援法に基づく基本指針 

施策評価シート（R３） 

施策評価シート（新） 

子ども・子育て支援事業計画の達成状況の点検及び評価について 
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(３) 国通知「子ども・子育て支援事業計画の達成状況の点検及び評価について」

への対応 

ア 国通知の中の「点検及び評価の内容（例）」で示されている、計画と実績

が乖離した理由と今後の対応方策の記載について記載欄がない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒市民や子ども・子育て会議委員にわかりやすく、職員も記載しやすいよう、

実績点検シートに、実績と目標が乖離した場合、その理由と今後の対応方策

を記載する欄を追加する。 

※「実績値」と「量の見込み」との乖離については、内閣府通知「第二期市町

村子ども・子育て支援事業計画等に関する中間年の見直しのための考え方

について」を参考に、10％以上の乖離がある場合に記載することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども・子育て支援事業計画の達成状況の点検及び評価について 

実績点検シート（追加） 

第二期市町村子ども・子育て支援事業計画等に関する中間年の見直し 

のための考え方について（内閣府通知） 

実績点検シート（Ｒ３） 

実績点検シート（新） 
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イ 国通知の中の「点検及び評価の内容（例）」で示されている、質の向上の

進捗状況と計画全体の成果（指標）の記載がどの部分にあたるか未整理

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒質の向上の進捗状況と計画全体の成果（指標）については、第 4 章施策５

の指標（公民保育所職員研修の参加者数、保育所等における利用者の満足

度）が該当の記載部分とする。 

 

 

 

(４) 施策の指標と事務事業の指標の整理 

 ●現行の点検・結果報告書では、施策の指標と事務事業の指標がまとめて記

載されているが、施策評価にあたっては、施策レベルの指標と事務事業レ

ベルの指標を分けて評価を考える必要がある 

●事務事業の指標欄と取組内容の実績欄のページが離れており、子ども・子

育て会議においても、指標の実績が目標を下回った場合に、理由や今後の

取組について、指標欄と各事務事業の取組の実績欄を行ったり来たりしな

がら確認している。 

 

 

 

 

 

 

⇒施策の指標と事務事業の指標を分けるとともに、事務事業の取組内容や達

成度と併せて事務事業の指標も把握しやすいように、施策評価シートの評

価欄に、事務事業ごとに指標を記載する。また、施策の指標については、実

績が目標を下回った場合に、理由や今後の取組を記載する欄を追加する。事

務事業の指標については、実績が目標を下回る場合に、その理由と今後の取

組を、「取組内容の実績等」欄に記載するよう、注意書きを追加する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども・子育て支援事業計画の達成状況の点検及び評価について 
施策評価シート（R３） 
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施策評価シート（新・施策４の主な成果指標） 

施策評価シート（R３・事務事業の指標を含めた指標） 

施策評価シート（R３） 

施策評価シート（新） 

２　数値で事業の実績・効果等を把握できる指標

指標の説明

件
説明

子育て世帯など誰もが安心して暮らすことができる

居住環境を整えるため、安心、安全、バリアフリー

などの要件を充足する良質なマンションとして認定

した数【高齢者等に適した住宅供給推進事業】
実績 1 1

回

件

99.41

％

99.53

戸
説明

1,865 1,944 1,944

4
活動
指標

目標 5 5 5 5

説明

不動産団体や福祉関連団体等の多様な主体との連携による

プラットホーム「居住支援協議会」での協議（総会、専門部会

等）により、住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑な入

居の実現に向けた取り組みを行っていきます。【民間賃貸住宅

等居住支援推進事業】

実績 6 5 6 7

成果
指標

4

指標分類 目標・実績 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

－ －

2
成果
指標

サービス付き高齢者向け住宅の登録数
目標 1,970 2,173 2,375 2,628

説明

3

単位

居住支援協議会の会議開催数

3

回
住宅及び住環境に関する政策の重要事項につい

て、市長の諮問に応じ、調査・審議することを目的

に開催する審議会の開催回数【住宅政策推進事

業】
実績 3 2 1 2

1
活動
指標

住宅政策審議会の開催
目標 3 3 3

子育て等あんしんマンション認定件数
目標 4 4 4

99.34

説明
現年度分の市営住宅使用料の収入率【市営住宅

等管理事業】 実績 99.17 99.43 99.46

高齢者すまい法第5条の登録を受けたバリアフリー

構造で生活相談・安否確認のサービスを提供する

高齢者向け住宅の登録戸数【高齢者等に適した住

宅供給推進事業】
実績 1,844

5
成果
指標

す まい の相談窓口に お け る 相談者の契約手続き 等の同行支援件数

目標 － 6 12 12

説明

すまいの相談窓口において福祉等の既存制度に基づく支援が

ない方（介護保険や障害認定等に基づくヘルパー等がいない

方等）への対応として、契約手続き等の同行支援を実施しま

す。【民間賃貸住宅等居住支援推進事業】
実績 － 9 2 3

6
成果
指標

市営住宅使用料収入率（現年）
目標 99.2 99.17

２　数値で事業の実績・効果等を把握できる指標

指標の説明

実績が
目標を

下回った
指標

指標名

・理由

・今後

の取組

件
説明

各年の「犯罪統計資料」（神奈川県警察公表）の

「刑法犯罪名別市区町村別認知件数」の合計値 実績

指標分類 目標・実績 R４年度 R５年度 R６年度 R７年度 単位

65
以上

8,500

64.5

-

％市民へのアンケート調査における住宅に対する総

合的な評価で（満足+まあ満足）とした人の割合

※5年毎の調査 実績 - - -

％

目標 63.5 64
公園緑地の整備・管理状況についての満足度

市民アンケート（無作為抽出 3,000 人）で「満足し

ている」「やや満足している」と回答した人の割合 実績
説明

1
成果
指標

住宅に関する市民の満足度
目標 -

80
以上

-

空き巣等の刑法犯認知件数 目標

（以下）
8,500 8,500 8,500

説明

3
成果
指標

2
成果
指標
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(５) 施策の方向性の評価について 

●「第４章の進行管理にあたっては、（中略）位置づけた３つの施策の方向

性や９つの施策などについて評価を行う」こととしており、３つの施策の

方向性について、点検評価結果報告書に、評価の記載を加える必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒施策の方向性を構成する各施策評価シートの「総合的な評価」をまとめ、点

検評価結果報告書に３つの施策の方向性についての評価を記載する。 
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(６) 第４章の事務事業と第５章の推進項目の関連について 

●子若プランの第５章は、「第４章の事務事業を部局横断的に捉え、それぞ

れの課題の解決に向けて取組ベースで記載」しており、評価においても、

第 5章の子ども・若者を取り巻く個別課題への対応報告書の内容と関連す

る施策評価シートを関連付ける必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒第 5 章の子ども・若者を取り巻く個別課題への対応報告書に、該当する事

務事業のページを記載し、第４章の評価結果と見比べられるようにする。 

 

 

 

 

第５章「子ども・若者を取り巻く個別課題への対応」の進捗状況 


